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例会場／岡山市北区駅元町1-5 ホテルグランヴィア岡山
例会日／毎火曜日　12:30～13:30

理 事 ・ 役 員
2025．７～2026.６

週報
2025-2026年度国際ロータリーのテーマ

2025-2026年度国際ロータリー第2690地区メッセージ
「UNITE FOR GOOD」

よいことのために手を取りあおう
2025-2026年度岡山北ロータリークラブのスローガン

元気になることをしよう

会員増強・退会防止（理事）� 馬　場　幸　三
広報（理事）� 永　山　雅　己
奉仕プロジェクト（理事）� 廣　野　景　治
ロータリー財団（理事）� 磯　島　芳　樹
クラブ３年計画� 牧　本　太　郎
親睦活動� 杉　山　栄　洋
プログラム� 米　林　　　真
直前会長（理事）� 髙　橋　茂　樹
次期会長� 上野山　　　剛

会　長� 高　畠　　　浩
副会長� 上野山　　　剛
幹　事� 砂　田　信　義
副幹事� 宮　井　　　宏
会　計� 岸　本　達　也
S.A.A.� 三　宅　浩　司
副S.A.A.� 磯　島　慈　海

次回３月26日のプログラム

本日のメニュー：ヘルシーランチ（和食）
次回のメニュー：夜間例会特別メニュー

スケジュール

「岡山北RC・総社RC・岡山北西RC
� 合同夜間例会（倉敷アイビースクエア）」

ビジター
　岡山南ロータリークラブ
� ガバナー補佐 　大　岩　道　典 様
� IM実行委員長　 　原　正　浩 様
� IM実行委員　　荒　木　洸太朗 様
� IM実行委員　　忠　澤　宏　明 様

ゲスト
� 岡　野　悦　子 様
� 森　尾　　　修 様
　岡山北西ロータリークラブ 副S.A.A.� 藤　島　和　美 様

No.2667　2026．３．17．　　第 25 例会

３月　水と衛生月間
24日㈫　例会変更→26日
26日㈭　岡山北RC・総社RC・岡山北西RC
　　　　合同夜間例会（倉敷アイビースクエア）
31日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）

４月　環境月間
５日㈰　地区研修・協議会（倉敷アイビースクエア）
７日㈫　19：00～会場移動夜間例会 夜桜の宴
　　　　18：00～第10回理事役員会
　　　　　　　　（キューティーパイカフェ）
14日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）
21日㈫　12：30～例会
　　　　地区研修・協議会の報告①
28日㈫　12：30～例会

「PELTの報告」

出席の状況
　会 員 数　52名（出席免除者0名）
　　　　　　出席者数　31名
　　　　　　欠席者数　21名
　出 席 率　59.62％

前回３月３日の例会記録



会長挨拶

　前回の例会から今日までを大きく4つのテーマに分けてご報告をさせていただきま
す。
１．創立記念夜間例会
　まず、2月17日に行われました「創立記念夜間例会」についてです。当クラブの歴
史をしっかりと振り返り、未来へ繋がるとても良い会になったと感じております。あ
りがとうございました。
２．大岩ガバナー補佐との面談について

　先週の2月24日、大岩ガバナー補佐と当クラブの目標進捗や今後の事業について、詳しくご報告をいた
だく機会をいただきました。
　具体的には、以下の点について前向きな意見交換を行っております。
　・�会員増強と、インパクトのある青少年奉仕事業は成功裏に終了。今後についてはバスケットやカンボ
ジアも含めて次年度へ。そして国際奉仕といった奉仕活動の進捗。

　・�ロータリーカードの普及状況（5枚から9枚へ増加しており、磯島ロータリー財団委員長とも情報共有
済みです）。保有率17.6％ですのであと2枚で20％越え

　・�年次基金の目標額は5,000ドルに対して77ドル
　・�設置した3カ年委員会が次年度は無くなってしまう件の確認。
　・�そして、4年後に第10グループからガバナーを輩出する件についての展望です。
３．本日お越しのIM実行委員会の皆様へ
　次に、IM（インターシティ・ミーティ
ング）についてです。本日は、IM実行委
員会の皆様（ 原さま・荒木さま・忠澤
さま）に当クラブへお越しいただいており
ます。誠にありがとうございます。これま
でのIMは「学びの場」という側面が強かっ
たものの、これからは「交流の場」とし
ての役割も大切になると伺っております。
次年度は、当クラブと備南ロータリークラ
ブがホストとなりIMを開催させていただく予定です。本年皆様の活動や運営は大変勉強になりますので、
しっかりと参考にさせていただきます。
４．岡山北西ロータリークラブ様 創立35周年記念事業について
　2月28日の土曜日に参加してまいりました、岡山北西ロータリークラブ様の創立35周年記念事業につい
てのご報告です。「ボラあいロータリーアクトクラブ」の主催で行われたこの事業では、2012年の亀岡暴
走事件で最愛の娘さんを奪われた小谷真樹（おだに まさき）氏を講師にお招きした講演会とグループワー
クが行われました。同世代の学生たちが作成したパネルにあった「今日という日は当たり前じゃない」と
いうメッセージが非常に胸に刺さりました。その後のグループワークでは、子どもシェルターももの西崎
様と隣席になり、大変活発で意義深い意見交換ができました。
　なお、次週3月14日の土曜日は、北西ロータリークラブ様の35周年記念式典本番にお招きいただいてお
りますので、砂田幹事と共に出席してまいります。
５．本日の例会見学者様の紹介
　最後になりますが、本日は例会見学として、岡
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様にお越
しいただいております。ようこそいらっしゃいました。お二方とも、我々の奉仕事業に大変興味を持って
くださっており、今回私からお声がけしてご招待させていただきました。本日はどうぞ当クラブの雰囲気
を感じていただければ幸いです。
　以上、本日の例会も皆様にとって有意義な時間となりますよう祈念いたしまして、本日の会長挨拶とさ
せていただきます。

IM実行委員長  原様 IM実行委員 荒木様 IM実行委員 忠澤様



１．3月のロータリーレートは1$=¥156です。
２．本日例会終了後13：40より3F「ルビーの間」において「第9回理事役員会」を開催いたし

ますので理事役員の皆様はご出席ください。
３．ハイライトよねやまVol. 311、財団室NEWS　2月・3月号、他クラブ週報を回覧いたします。

幹事報告

大岩ガバナー補佐
岡山北西RC 藤島和美様：本日は親クラブの例会を学ばせていただきます。よろしくお願い致

します。
高畠君：本日ご来訪の皆様有難うございます。
　　　　カンボジア国際奉仕事業の報告をさせていただきます。
宮井君：米林さんに備後の経済レポートに私の倉敷の事業について記事を掲載していただきま

した。ありがとうございました。
　　　　カンボジア事業報告をさせていただきます。よろしくお願いします。
磯島（慈）君：ご来訪の皆様、例会にようこそお越し下さいました。
　　　　お誕生日のお祝いをありがとうございます。
　　　　先日、ガラケーからスマホにかえたら、電話帳1000件中、140件しかうつりませんでし

た。電話帳難民です。
廣野君：大岩ガバナー補佐をはじめとされる岡山南RCの皆様、IMでは大変お世話になりました。
　　　　岡山北西RC藤島さんようこそ！
　　　　本日はカンボジア訪問団の皆様と事業報告をさせていただきますので、よろしくお願

いします。
磯島（芳）君：先日のコンペで同伴者とハンデに恵まれ、ひさしぶりに優勝出来ました。ありがと

うございました。
　　　　大岩様の来訪に感謝。
岸本君：大岩ガバナー補佐及び 原IM実行委員長をはじ

め実行委員の皆様方のご来訪を歓迎いたします。
吉田君：3/20の社会奉仕事業で3回目となる「新天地育児

院」にて奉仕活動を行います。1人でも多くの会
員メンバーのご参加をお待ちしております。

伊藤君：大岩ガバナー補佐、IM実行委員長 原さん、荒
木さん、忠澤さんご訪問感謝致します。

　　　　結婚記念日のお祝いありがとうございます。

Ｓ．Ａ．Ａ．

3月20日の新天地育児院での奉仕事業について

� 　社会奉仕委員会　委員長　吉田　穣人　会員

　3月20日（祝・金）に新天地育児院での清掃活動・バーベキュー、卒業写真の寄
贈等の奉仕事業を開催いたします。皆様のご協力をよろしくお願いします。

委員会・活動報告

幹事報告

出席報告

スマイル報告

お祝い行事進行の
河口会員お祝い行事代表の小野会員



�
会報委員会：永山雅己、坪井　翔、大塚雅司、佐々木和也、福嶋　紘

　第4回目を迎えたカンボジアでの国際奉仕事業の報告会を開催しました。先ずは私から、写真と共
に事業概要を説明し、宮井副幹事、岡山北西ロータリークラブの藤島会員、そして高畠会長とそれぞ
れに事業に参加しての感想が述べられ、締めく
くりに私たちの活動に感謝をされた行政の区長
さんが、私たちの帰国後に数百名の地域の子供
たちや住民に声をかけて大清掃活動をした様子
を放映することができました。私たちの継続し
ている奉仕事業が現地で大きく評価されたもの
と考え、胸をはって報告をすることができまし
た。皆様のご協力に感謝申し上げます。まさに
継続は力なりです。
　詳しくは別紙報告書に掲載させていただきま
した。 贈呈式

　奉仕活動後、区長の声掛けによって地域の人々や子供たちが、大清掃活動をする報告をいただきました。

奉仕プロジェクト常任委員長　廣　野　景　治 会員 

「カンボジア国際奉仕事業報告」


